




 

事業概要発行にあたって 

 

横浜市では食の安全と安心を確保するため、毎年度、市民の皆さまの意見を反映した横浜市

食品衛生監視指導計画を策定し、食品の抜取検査や食品取扱施設の監視指導など、様々な事業

に取り組んでいます。当検査所においても、この計画に基づき市場に流通する食品の検査や市場

内の監視指導を計画的に実施していますが、昨年度に引き続き、令和３年度も新型コロナウイルス

感染症拡大防止の観点から計画内容を一部見直した事業もありました。 

しかし、どのような状況においても食品の安全性を確保することは行政の重要な任務であると

ともに、食品等事業者においても自らの責任において同様に必要なことです。 

そこで、今後も計画的に検査や監視指導を実施し、優れた衛生管理手法である HACCP に  

沿った衛生管理を行政と事業者が共に推進することで、市場から不良な食品を出荷することがな

いように、引き続き、市場全体で食品衛生の維持向上を図って参ります。 

この度、令和３年度に実施しました検査等の実績について取りまとめましたので参考としていた

だければ幸いです。 

 

令和 4 年 9 月 

         横浜市中央卸売市場本場食品衛生検査所    所長 毛利 一也 
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２ 市場の概要 

 

 （１） 面積 

本場 面積 

延べ床面積 132，453平方メートル 

主

な

施

設 

青果棟 47，342平方メートル 

水産棟 50，946平方メートル 

関連棟 6，992平方メートル 

第1冷蔵庫棟 5，780平方メートル 

第2冷蔵庫棟 3，602平方メートル 

令和4年3月31日現在 

 

 (2） 取扱量の推移 

                                                       単位（トン） 

取扱部門 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和3年度 

青果 352,329 351,994 356,478 340,455 336,212 

水産 58,114 53,468 48,249 46,887 47,132 
 

令和4年3月3１日現在 
 

南部市場は平成27年４月以降、卸売業者・仲卸業者・売買参加者が本場で取引した物品の受け渡しを

行い、本場を補完する加工・配送、流通の場として活用されています。（P.5） 
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